
浜松市生活支援体制づくり協議体（第２層、元浜圏域） 第２回会議 議事録 

 

開催日時 令和３年１１月２４日（水）９時３０分から１１時００分まで 

参 加 者 委員１３名、関係機関７名 

場 所 アイミティ浜松 大会議室 

内 容 １．開会 

 

２．挨拶  地域包括支援センター元浜圏域協議体会長 

 

３．協議事項 

①前回会議の振り返り 

生活支援コーディネーターより、前回会議の報告書をもとに前回会議の内容を 

報告。 

 

②集いの場マップの作成について 

＜検討事項＞ 

◆集いの場調査の結果について共有 

生活支援コーディネーターより、集いの場調査によって集まった情報を報告。 

 

◆マップのサンプルについて修正点の確認 

＜マップのデザイン等について＞ 

・マップの背景を白色ではなく、暖色系にする（クリーム色など）。 

・A3用紙１枚裏表で２地区分の情報を掲載すると見づらいのでは。 

また、住民にとっては自分の地区の情報がわかれば良いのではないかと思う 

ため、それぞれの地区で 1枚ずつ地図を作っても良いのではないか？ 

→各地区１枚ずつマップを作る。 

    ・赤色、白色、黒色、青色は印刷すると安っぽく見えてしまうため、色を工夫 

する。 

    ・掲載するテーマに合わせて番号等の色を変える。 

         

  ＜マップの内容について＞ 

  ・早出北公民館、早出南公民館、茄子町公民館、曳馬町宮公民館、上島南公民館を 

追加する。 

  ・凡例の⑧と⑨の位置を交換する。（曳馬町は連番で記載する） 

  ・電車通りを入れる。 

  ・助信駅下の大きな道路を入れる。 

  ・山下循環器クリニック、すずき耳・鼻・のどクリニックの場所を変更する。 

  ・遠鉄グループ保育園かみじまの場所を変更する。 



  ・たんぽぽ保育園はなくなった。 

  ・大脇産婦人科を入れる。 

  ・北地区のマップに木漏れ日内科を入れる。 

  ・病院については“歯医者”は入れず、内科、消化器内科、外科等に限定する。 

   →集いの場調査の結果を共有したところ、不足している情報が多く見つかった。 

情報が集まりきってから掲載団体の選別等を行った方が良いのではないかと 

いう意見があり、本日の会議では、「マップへ掲載する団体の選別」と「マップ

へ掲載する項目の選別」については協議しなかった。 

 

＜今後の対応について＞ 

・協議体会議の場で修正点や追加事項を確認するのは大変。ワーキンググループを 

作ってはどうか？と委員より案が出たため、それぞれの地区ごとに集まる機会を 

設ける。 

 

曳馬地区…ワーキンググループでマップの内容を検討する前に、各町の自治会長 

     に地図に掲載する公共施設などの位置について確認を依頼する。 

 

北地区…ワーキンググループには、地区社協の広報部員にも入ってもらい、 

マップの作成を進めていく。 

 

③ 訪問した地域の様子について紹介（曳馬地区 助信町） 

  生活支援コーディネーターより、助信町の様子についてパワーポイント資料を 

用いて紹介した。 

 

６．次回の会議日程について 

  日時： 1月 21日（金）  9：30～11：00 

会場：アイミティ浜松 大会議室 

 

７．連絡事項  

   特になし 

 

８．閉会  地域包括支援センター元浜圏域協議体副会長 

 

 

今 後 の 

見通し等 

今後、集いの場マップの作成を進めながら、地域の居場所づくりについても委員ととも

に検討を進めていきたい。 

 


